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	済（様式２）04共通科目のカリキュラム改革（国際文化交流学部｜旧教務部）
	済（様式２）05リベラルアーツ教育の充実に対応する総合的な学習支援体制の構築（運営委員会）※R7で終了
	済（様式２）06グローバルな研究交流の推進（国際文化交流学部｜旧国際学研究所）
	済（様式２）07学際研究の推進と若手・中堅研究者への支援（国際文化交流学部｜旧運営委員会）
	済（様式２）08新展示室の開室と教育・研究活動の発信（国際文化交流学部｜旧学芸員課程）
	済（様式２）09「グローバルで多様性に開かれた学びの空間」を地域とつなげる（国際文化交流学部｜旧運営委員会）
	済（様式２）10グローバルで多様性に開かれた学びを支える環境の整備（運営委員会）※R7で終了



